




















第 1 918 号
昭和 45 年 3 月 30 日
理学研究科物理学専攻









一次元反強磁性体 KCuF3 単結品の磁性を電子スピン共鳴の手段を用いて研究した。 Néel 温
度 TN 以下において反強磁性共鳴が観測された。 常磁性領域においては共鳴吸収の線巾が温度
と共に異常に増大することが確かめられた。この物質はその磁性から 2 種類に分けられ， X線回
析の実験を行ない，この物質の 2 種の結晶構造に由来する事がわかった。 Type 1 の結晶では，
TN は 40 0K であり， Type II の結晶では， TN は 20 0K である。常磁性共鳴から定められた，
g-value は 2 つの結品で少し異なっている。
Type I. ga = 2. 28 土 0.01
Type I. ga = 2.25 士 0.01
gc = 2. 16 士 0.01
gc = 2. 16 土 0.01
乙の物質の磁気異方性は C 軸が強い Spin hard 軸であるが C 面内の a 軸の聞に弱い異方性











ピン共鳴で見ると 20 0K 以上に反強磁性的な転移点があり， しかもそれは KCuF3 に見られる
2 つの結晶構造(弗素のひづみ方のちがいによる)に対応しでかなりはなれた温度にあるという
ととを見出した。そしてその温度以上では常磁性共鳴を示すが，乙の共鳴の線巾にはかなり特異
な温度依存性がある乙とを見出している。一方，転移温度以下では， C 軸を磁化困難軸とし， C 
面内をスピンがまわるという磁気異方性をもった反強磁性体としてある程度理解出来るふるまい




波数が 30GHz 以下では線巾が広くなって共鳴線が見られなくなるという事である。 これは反強
磁性体一般で見られる現象とは異った点であり ， 30GHz 以下の低い周波数では， いわゆる long
range order は見出し得ないのかという問題を含んでいる。また転移温度にあたると乙ろで，帯
磁率，比熱に何の変化もあらわれない乙とは，それ自体きわめておかしな事であり， したがって
いわば，ネール状態に近い反強磁性ではないというべきであろうと指摘している。
乙の論文はまた鎖問の磁気的相互作用が強磁性的であるという事をたくみな方法で結論づけて
いる。それは g- テンソノレの異方性を利用したもので普通の磁気共鳴では決定不可能な相互作用
のサインを求めた点などもオリジナノレな成果が見られる。
以上のような内容を判断して理学博士の学位論文として充分のものであると結論される。
- 9 ー
